
JP 4407298 B2 2010.2.3

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上流側から流入した遊技球を貯留するとともに、該貯留された遊技球を、下流側に設定
された球抜き口から抜き取る構造を有する貯留部を有し、該貯留部内において最上流に位
置する遊技球の位置である最上流位置により、該貯留部内において貯留されている遊技球
の量を認識可能に構成された球皿を備えた遊技機において、前記遊技機で遊技する遊技者
が獲得した遊技球を景品と交換する際に、前記球皿内に残すことができる遊技球の量を、
前記最上流位置を示すことによって表示する遊技機用表示装置であって、
　前記最上流位置を示す位置指示情報が、予め表示された第１表示部と、
　前記最上流位置の変更に応じて前記第１表示部を移動可能に、前記第１表示部を支持す
る第１支持手段と、
　前記第１表示部と一体に移動可能となるように連結される第１被操作部と、
　を備えることを特徴とする遊技機用表示装置。
【請求項２】
　前記第１被操作部は、前記位置指示情報が表示された表示表面とは反対側の面において
、前記第１表示部に連結される、
　ことを特徴とする請求項１に記載の遊技機用表示装置。
【請求項３】
　前記第１表示部は、前記第１支持手段から取り外し可能である、
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の遊技機用表示装置。
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【請求項４】
　前記位置指示情報を非提示にする時に前記第１表示部が配置される位置を第１位置とし
、
　前記第１支持手段は、前記第１表示部を前記第１位置に移動可能である、
　ことを特徴とする請求項１～請求項３何れかに記載の遊技機用表示装置。
【請求項５】
　前記第１表示部の表示表面を覆い隠すことが可能な大きさを有する遮蔽部を備え、
　当該装置は、前記第１表示部の表示表面を覆い隠す位置に、前記遮蔽部を配置可能に構
成される、
　ことを特徴とする請求項１～請求項４何れかに記載の遊技機用表示装置。
【請求項６】
　前記位置指示情報を提示する位置にある前記第１表示部の表示表面を覆い隠す時に前記
遮蔽部が配置される位置を第２位置、前記位置指示情報を提示する時に前記遮蔽部が配置
される位置を第３位置とし、前記遮蔽部を、前記第２位置と前記第３位置との間で移動可
能に支持する第２支持手段と、
　前記遮蔽部と一体に移動可能となるように連結される第２被操作部と、
　を備えることを特徴とする請求項５に記載の遊技機用表示装置。
【請求項７】
　前記遮蔽部は、前記位置指示情報とは異なる表示情報を表示し、
　前記第２支持手段では、前記遮蔽部が前記表示情報を提示する位置を、前記第２位置と
する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の遊技機用表示装置。
【請求項８】
　前記第２被操作部は、前記表示情報を表示する表示面とは反対側の面において、前記遮
蔽部に連結される、
　ことを特徴とする請求項７に記載の遊技機用表示装置。
【請求項９】
　当該遊技機用表示装置は、前記遊技機の上皿基板に取り付けられる、
　ことを特徴とする請求項１～請求項８何れかに記載の遊技機用表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機についての情報を表示する遊技機用表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機などの遊技機を設置している遊技店における営業形態としては、無定量制と
ラッキーナンバー制が良く知られている。
　無定量制の営業形態を採用している遊技店では、遊技者が遊技機で遊技をして大当たり
を引き当てた場合には、その大当たりの図柄に関わりなく、その遊技者は、大当たりで獲
得したパチンコ球（以降、持ち球とも称す）を用いて継続して遊技を行うことができる。
【０００３】
　一方、ラッキーナンバー制の営業形態を採用している遊技店では、遊技者が大当たりを
引き当てた場合において、大当たりの図柄に応じて、大当たり後の遊技の仕方が異なる。
つまり、大当たりが特定図柄（確率変動図柄など）での当たりの時には、その遊技者は、
大当たりで獲得したパチンコ球を用いて継続して遊技を行うことができる。しかし、特定
図柄でない大当たり、いわゆる通常図柄での大当たりの時には、その遊技者は、大当たり
で獲得したパチンコ球を一旦交換し、再び遊技店からパチンコ球を現金で購入して遊技を
行わなければならない。そして、大当たりで獲得したパチンコ球を交換する際には、その
遊技者は、遊技機の球皿に貯留されているパチンコ球（以降、貯留球とも称す）を抜き取
って、いわゆるドル箱にパチンコ球を移し変える作業を行う。
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【０００４】
　尚、一般的に、持ち球を景品と交換する場合の交換金額は、遊技機で遊技するためのパ
チンコ球を遊技者が遊技店から購入する場合の購入金額より低く設定されている。例えば
、購入金額が４．０円／個に対して、交換金額は２．５円／個である。このため、例えば
、大当たりで２０００個のパチンコ球を獲得して、この２０００個のパチンコ球を交換す
る場合には、５０００円相当の景品と交換できる（交換金額を２．５円／個として計算）
。一方、獲得した２０００個と同数のパチンコ球を購入して再度遊技する場合には８００
０円必要である（購入金額を４．０円／個として計算）。即ち、持ち球を交換して再度遊
技する場合は、持ち球で継続して遊技する場合と比較して、実質的に、購入金額と交換金
額との差額分高いパチンコ球（この例では、１個当り（４．０－２．５）＝１．５円）で
遊技することになる。つまり、遊技者にとって、持ち球で遊技する方が得である。
【０００５】
　そして、持ち球を抜き取った後に同じ遊技機で再度遊技する場合には、通常、持ち球を
全て抜き取る必要は無く、予め遊技店が許可した所定量（以降、許可残球量と称す）以下
のパチンコ球を球皿に残して次の遊技に用いることができる。
【０００６】
　そして、上述の許可残球量は遊技店毎に異なっているので、許可残球量を遊技者に示す
ために、一般に、「↓残し玉ここまで」と記載されたシールが球皿の上方に貼られている
。このため、遊技者は、このシールに記載された「↓」が示す位置までパチンコ球が残る
ように、遊技機に備えられている球抜きレバーを操作して、パチンコ球を抜き取る。
【０００７】
　尚、許可残球量を示すために上記シールを用いることは一般的であり、公知・公用の技
術に該当するため、ここでは、特に先行技術文献は開示しない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、許可残球量を示すために上記シールを用いると、何百台もの遊技機が設置され
る遊技店において許可残球量に変更がある場合には、新たにシールを作成し、作成したシ
ールを遊技機に貼り付けるという作業を全遊技機に対して行う必要がある。また、遊技店
が新台入替等のイベントで多数の遊技機を新規に導入する場合においても、新たにシール
を作成し、新規導入の遊技機１台毎にこのシールを貼り付ける作業を行う必要がある。
【０００９】
　このため、許可残球量を表示するための作業が、非常に手間が掛かるものになるという
問題があった。
　本発明は、こうした問題に鑑みなされたものであり、許可残球量を表示するための作業
の手間を低減できる遊技機用表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するためになされた本発明の遊技機用表示装置は、上流側から流入した
遊技球を貯留するとともに、貯留された遊技球を、下流側に設定された球抜き口から抜き
取る構造を有する貯留部を有し、貯留部内において最上流に位置する遊技球の位置である
最上流位置により、貯留部内において貯留されている遊技球の量を認識可能に構成された
球皿を備えた遊技機において、遊技機で遊技する遊技者が獲得した遊技球を景品と交換す
る際に、球皿内に残すことができる遊技球の量を、最上流位置を示すことによって表示す
る遊技機用表示装置であって、最上流位置を示す位置指示情報が、予め表示された第１表
示部と、最上流位置の変更に応じて第１表示部を移動可能に、第１表示部を支持する第１
支持手段と、第１表示部と一体に移動可能となるように連結される第１被操作部とを備え
ることを特徴とする。
【００１１】
　このように構成された遊技機用表示装置によれば、第１被操作部が操作されると、この
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操作に応じて、最上流位置を示す位置指示情報が表示された第１表示部が移動する。
　即ち、第１被操作部を操作することによって、位置指示情報が示す最上流位置を変更す
ることができる。
【００１２】
　従って、当該遊技機用表示装置が遊技機に取り付けられることにより、ラッキーナンバ
ー制の遊技店において許可残球量に変更がある場合には、第１被操作部を操作するという
簡便な作業により、許可残球量を示す最上流位置を変更することができる。また、新台入
替等のイベントで多数の遊技機を新規に導入する場合においても、同様に、第１被操作部
を操作するという簡便な作業によって、許可残球量を示す最上流位置を設定することがで
きる。つまり、許可残球量を表示するための作業の手間を低減できる。
【００１３】
　さらに、本発明の遊技機用表示装置では、第１被操作部は、位置指示情報が表示された
表示表面とは反対側の面において、第１表示部に連結されるようにすることが望ましい。
　このように構成された遊技機用表示装置によれば、表示表面が遊技者に視認できるよう
に、当該遊技機用表示装置が遊技機の正面側に取り付けられると、遊技者は第１被操作部
を操作することができない。このため、遊技者が勝手に最上流位置を変えることを防止で
きる。
【００１４】
　ところで、ラッキーナンバー制を採用していない遊技店（例えば無定量制）では、上述
の許可残球量が設定されないので、第１表示部に表示された位置指示情報を提示する必要
がない。
【００１５】
　そこで、本発明の遊技機用表示装置では、第１表示部は、第１支持手段から取り外し可
能であるようにしてもよい。
　このように構成された遊技機用表示装置では、本発明の遊技機用表示装置が取り付けら
れた遊技機が、ラッキーナンバー制を採用していない遊技店に導入される場合には、第１
表示部を第１支持手段から取り外せば、この遊技店において不要な位置指示情報が提示さ
れない。
【００１６】
　また、本発明の遊技機用表示装置では、位置指示情報を非提示にする時に第１表示部が
配置される位置を第１位置とし、第１支持手段は、第１表示部を第１位置に移動可能であ
るようにしてもよい。
【００１７】
　このように構成された遊技機用表示装置では、第１被操作部が操作されることにより、
第１表示部が第１位置に移動して、位置指示情報を非提示にすることができる。
　このため、本発明の遊技機用表示装置が取り付けられた遊技機が、ラッキーナンバー制
を採用していない遊技店に導入される場合には、当該遊技機用表示装置を遊技機から取り
外すという作業をすることなく、第１被操作部を操作して第１表示部を第１位置に移動さ
せるという簡便な作業で済ますことができる。
【００１８】
　また、本発明の遊技機用表示装置では第１表示部の表示表面を覆い隠すことが可能な大
きさを有する遮蔽部を備え、当該装置は、第１表示部の表示表面を覆い隠す位置に、遮蔽
部を配置可能に構成されるようにしてもよい。
【００１９】
　このように構成された遊技機用表示装置では、遮蔽部が第１表示部の表示表面を覆い隠
す位置に配置されることにより、位置指示情報を非提示にすることができる。
　このため、本発明の遊技機用表示装置が取り付けられた遊技機が、ラッキーナンバー制
を採用していない遊技店に導入される場合には、当該遊技機用表示装置を遊技機から取り
外すという作業をすることなく、第１表示部の表示表面を覆い隠す位置に、遮蔽部を配置
する作業で済ますことができる。
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【００２０】
　尚、位置指示情報を提示する時には、この遮蔽部は不要であるので、遮蔽部を当該遊技
機用表示装置から取り外し可能に構成するようにしてもよいが、取り外された遮蔽部を保
管する場所が必要になる。
【００２１】
　このため、本発明の遊技機用表示装置では、位置指示情報を提示する位置にある第１表
示部の表示表面を覆い隠す時に遮蔽部が配置される位置を第２位置、位置指示情報を提示
する時に遮蔽部が配置される位置を第３位置とし、遮蔽部を、第２位置と第３位置との間
で移動可能に支持する第２支持手段と、遮蔽部と一体に移動可能となるように連結される
第２被操作部とを備えるようにしてもよい。
【００２２】
　このように構成された遊技機用表示装置では、第２被操作部が操作されると、この操作
に応じて、位置指示情報を提示する位置にある第１表示部の表示表面を覆い隠す位置に遮
蔽部が移動する。即ち、第２被操作部を操作することによって、位置指示情報を非提示に
することができる。
【００２３】
　このため、本発明の遊技機用表示装置が取り付けられた遊技機が、ラッキーナンバー制
を採用していない遊技店に導入される場合には、当該遊技機用表示装置を遊技機から取り
外すという作業をすることなく、第２被操作部を操作して遮蔽部を第２位置に移動させる
という簡便な作業で済ますことができる。また、位置指示情報を提示する時には、遮蔽部
は第３位置で第２支持手段にされるので、遮蔽部の保管場所が不要になる。
【００２４】
　更に、遮蔽部は、位置指示情報とは異なる表示情報を表示し、第２支持手段では、前記
遮蔽部が前記表示情報を提示する位置を、第２位置とするようにしてもよい。
　このように構成された遊技機用表示装置では、第２被操作部が操作され、遮蔽部が第２
位置に配置されると表示情報が提示される。この時、第１表示部の表示表面が遮蔽部によ
り覆い隠されるので、位置指示情報が非提示にされる。また、第２被操作部が操作され、
遮蔽部が第３位置に配置されると表示情報が非提示にされる。この時には、遮蔽部は第１
表示部の表示表面を覆い隠す位置にないために、位置指示情報が提示される。
【００２５】
　即ち、位置指示情報とは異なる表示情報を表示するために、新たな表示装置を設置する
必要がなくなる。
　また、本発明の遊技機用表示装置では、第２被操作部は、表示情報を表示する表示面と
は反対側の面において、遮蔽部に連結されるようにするとよい。
【００２６】
　このように構成された遊技機用表示装置によれば、表示情報が遊技者に視認できるよう
に、当該遊技機用表示装置が遊技機の正面側に取り付けられると、遊技者は第２被操作部
を操作することができない。このため、遊技者が勝手に遮蔽部の表示情報の提示・非提示
を切り替えることを防止できる。
【００２７】
　尚、遊技機には、遊技球を貯留するための球皿として、上受け皿と下受け皿の２つの球
皿を備えているものが多い。そして、２つの球皿を備えている場合には、上受け皿内にお
ける最上流位置によって許可残球量が示される。このため、上受け皿の表面に当該遊技機
用表示装置を取り付けるようにしてもよい。しかし、上受け皿は遊技機に突設するととも
に表面が曲面で構成されているものが多く、取り付けが困難である。
【００２８】
　このため、本発明の遊技機用表示装置は、遊技機の上皿基板に取り付けられるようにす
るとよい。
　即ち、上皿基板は、上受け皿を遊技機に取り付けるために板状に構成されたものであり
、遊技機用表示装置の上皿基板への取付けは、上受け皿の表面への取付けよりも容易であ



(6) JP 4407298 B2 2010.2.3

10

20

30

40

50

る。つまり、当該遊技機用表示装置を遊技機へ取り付ける作業の手間を低減することがで
きる。また、上受け皿の表面への取付ける遊技機用表示装置を設計する場合に比べて、当
該装置の設計を容易にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　　（第１実施形態）
　以下に、第１実施形態について図面を参照しながら説明する。
　まず、本発明が適用された表示装置２０の配置を図１に基づいて説明する。図１は表示
装置２０が設置された遊技機１の正面図である。
【００３０】
　遊技機１は、図１に示すように、当該遊技機１の筐体である外枠３と、開閉自在に外枠
３に取り付けられた内枠５とを備えている。そして、内枠５には、遊技者に遊技を提供す
る遊技盤７と、遊技盤７上に遊技球を発射するためのハンドル９と、遊技盤７における遊
技の結果として当該遊技機１から賞品として払い出される遊技球（賞品球）を貯留する上
受け皿１１と、正面に上受け皿１１が設置され、内枠５に対して開閉可能な上皿基板１２
と、上受け皿１１から排出される遊技球を受ける下受け皿１３とが設けられている。
【００３１】
　更に、上皿基板１２において、上受け皿１１の上方に、長手方向が図１における左右方
向となる矩形状の矩形穴１２ａが形成されている。そして、遊技者が持ち玉を交換する際
に上受け皿１１に残すことができる持ち玉の量を示す表示装置２０が矩形穴１２ａ内に配
置される。
【００３２】
　次に、表示装置２０の構成を図２に基づいて説明する。図２は、上皿基板１２に取り付
けられた状態の上受け皿１１及び表示装置２０を示す図である。尚、図２（ａ）は正面図
、図２（ｂ）は平面図、図２（ｃ）は背面図である。
【００３３】
　上皿基板１２には、遊技機１が遊技者に払い出す賞品球を上受け皿１１に排出するため
の賞品球排出口２０１ａ（図２（ｃ）参照）を形成する賞品球排出筒２０１が取り付けら
れている（図２（ｂ）参照）。
【００３４】
　また、上受け皿１１は、遊技球を貯留する球貯留部１００を備えており、この球貯留部
１００は、賞品球排出口２０１ａを通って排出された遊技球を受け入れて貯留する球受入
領域１０１と、球受入領域１０１に貯留された遊技球を１列に整列させて球抜き口（不図
示）へ導く整列路１０３とから構成されている。また、球受入領域１０１及び整列路１０
３の底面を構成する底板１０５は、賞品球排出口２０１ａから球抜き口（不図示）に向け
て下方に傾斜している（図２（ｃ）参照）。即ち、上受け皿１１において、賞品球排出口
２０１ａは上流側に配置され、球抜き口は下流側に配置されているといえる。尚、球受入
領域１０１から整列路１０３に向かうにつれて遊技球が通る幅が徐々に狭くなり、整列路
１０３においては遊技球１個のみ通ることが可能な幅となる。
【００３５】
　このように構成された上受け皿１１では、賞品球排出口２０１ａから排出された遊技球
は、球受入領域１０１から整列路１０３に向かって転がり、整列路１０３において１列に
整列させられる。こうして、球抜き口に遊技球が１個ずつ供給される。
【００３６】
　尚、球抜き口は、通常時には閉鎖されている。このため、球抜き口が閉鎖されている状
態では、賞品球排出口２０１ａから排出された遊技球は上受け皿１１内に貯留される。そ
して、上受け皿１１に貯留される遊技球の量が多くなるほど、上受け皿１１内において最
上流に位置する遊技球の位置（以降、最上流位置と称す）が賞品球排出口２０１ａに近づ
く。即ち、最上流位置により、上受け皿１１内に貯留される遊技球の量を認識することが
可能である。
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【００３７】
　さらに、遊技者が上受け皿１１上に設置された球抜きボタン１１０を押下すると、球抜
き口が開放される。これによって、上皿に貯留されている遊技球が球抜き口から抜き取ら
れ、下受け皿１３へ排出される。
【００３８】
　次に、表示装置２０は、表示面上に「↓残し玉はここまで」と記載された矩形状のプレ
ート２１と、プレート２１の前面に配置される矩形状の透明板２３と（図２（ａ），（ｃ
）参照）、プレート２１の長手方向に沿った両縁部でプレート２１を摺動可能に支持する
ガイド溝２５と、プレート２１の表示面とは反対側の面上に突設され、プレート２１をガ
イド溝２５に沿って移動させるための操作つまみ２７（図２（ｃ）参照）とから構成され
る。
【００３９】
　尚、ガイド溝２５は、透明板２３の長手方向に沿った透明板一端位置Ｐ１を一端とし、
透明板２３の長手方向に沿った透明板他端位置Ｐ２から更にプレート２１の長手方向の長
さに略等しい分透明板２３から離れた位置（図２（ｃ）における位置Ｐ３）を他端として
いる。
【００４０】
　このように構成された表示装置２０では、プレート２１は、ガイド溝２５に沿って移動
可能である。即ち、操作つまみ２７を操作して、プレート２１を透明板一端位置Ｐ１と透
明板他端位置Ｐ２との間で移動させることによって、プレート２１の表示面に記載された
「↓」が指し示す最上流位置を任意に変更させることができる。更に、操作つまみ２７を
操作して、プレート２１の左端（図２（ｃ）における左端）を位置Ｐ３近傍に移動させる
ことによって、プレート２１に記載された内容を上皿基板１２によって隠すことができる
。
【００４１】
　このため、表示装置２０が遊技機に取り付けられることにより、ラッキーナンバー制の
遊技店において許可残球量に変更がある場合には、操作つまみ２７を操作するという簡便
な作業により、許可残球量を示す最上流位置を変更することができる。また、新台入替等
のイベントで多数の遊技機を新規に導入する場合においても、同様に、操作つまみ２７を
操作するという簡便な作業によって、許可残球量を示す最上流位置を設定することができ
る。つまり、許可残球量を表示するための作業の手間を低減できる。
【００４２】
　さらに、表示装置２０が取り付けられた遊技機が、ラッキーナンバー制を採用していな
い遊技店に導入される場合には、表示装置２０を遊技機から取り外すという作業をするこ
となく、操作つまみ２７を操作してプレート２１上皿基板１２の裏側に移動させるという
簡便な作業で済ますことができる。
【００４３】
　また、操作つまみ２７は、プレート２１の表示面とは反対側の面上に突設されているた
め、遊技者が操作つまみ２７を操作することができない。即ち、遊技者が勝手に許可残球
量を示す最上流位置を変えることを防止できる。
【００４４】
　また、表示装置２０は上皿基板１２に取り付けられている。即ち、表示装置２０を上受
け皿１１に取り付けるようにしてもよいが、上受け皿１１は遊技機１に突設されるととも
に、表面が曲面で構成されているため、表示装置２０の上受け皿１１への取り付けは困難
である。これに対し、上皿基板１２は板状に構成されているので、表示装置２０の上皿基
板１２への取付けは、上受け皿１１への取付けよりも容易である。つまり、表示装置２０
を遊技機へ取り付ける作業の手間を低減することができる。
【００４５】
　以上説明した実施形態において、表示装置２０は本発明における遊技機用表示装置、プ
レート２１は本発明における第１表示部、操作つまみ２５は本発明における第１被操作部
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、ガイド溝２５は本発明における第１支持手段である。
【００４６】
　また、「↓残し玉はここまで」の文字は本発明における位置指示情報、プレート２１の
左端（図２（ｃ）における左端）が位置Ｐ３近傍に位置するときのプレート２１の位置は
本発明における第１位置である。
【００４７】
　また、球受入領域１０１及び整列路１０３は本発明における貯留部、上受け皿１１は本
発明における球皿である。
　　（第２実施形態）
　以下に、第２実施形態について図面を参照しながら説明する。尚、第１実施形態で用い
た語句と同一の語句は、第１実施形態と同一の意味で用いる。
【００４８】
　まず、本発明が適用された表示装置５０の配置を図３（ａ）に基づいて説明する。図３
（ａ）は、表示装置５０が設置された上皿基板１２の正面図である。
　図３（ａ）に示すように、上皿基板１２において、上受け皿１１の上方に、長手方向が
図３（ａ）における左右方向となる矩形状の矩形穴１２ｂが形成されている。この矩形穴
１２ｂ内に表示装置５０が配置される。
【００４９】
　次に、表示装置５０の構成を図３及び図４に基づいて説明する。図３（ｂ）は上皿基板
１２に設置された状態の表示装置５０の斜視図、図３（ｃ）は図３（ｂ）のＡ－Ａ断面部
を示す図、図３（ｄ）は図３（ｂ）のＢ－Ｂ断面部を示す図、図４（ａ）は、表示装置５
０の表示面側からの斜視図、図４（ｂ）は表示面の裏側からの表示装置５０の斜視図であ
る。
【００５０】
　表示装置５０は、図４（ａ），図４（ｂ）に示すように、許可残球量を示す残球表示部
６０と無定量であることを示す無定量表示部７０とから構成される。
　このうち、残球表示部６０は、表示面上に「↓残し玉はここまで」と記載された矩形状
のプレート６１と、プレート６１の長手方向に沿った両縁部でプレート６１を摺動可能に
支持するガイドレール６３と、ガイドレール６３の表示面側に固定され、プレート６１の
表示面を覆う透明板６５と、プレート６１の表示面とは反対側の面上に突設され、プレー
ト６１をガイドレール６３に沿って移動させるための操作つまみ６７とから構成される。
尚、ガイドレール６３において、ガイドレール６３がプレート６１と接触する部分には、
プレート６１との接触抵抗が高くなる加工（例えば、ゴムを貼る等）を施している。これ
により、上皿基板１２を開閉することによりプレート６１が移動することを防止する。
【００５１】
　また、無定量表示部７０は、表示面上に「無定量」と記載された矩形状のプレート７１
と、プレート７１の長手方向に沿った両縁部でプレート７１を摺動可能に支持するガイド
レール７３と、プレート７１の表示面とは反対側の面上に突設され、プレート７１をガイ
ドレール７３に沿って移動させるための操作つまみ７５とから構成される。
【００５２】
　尚、プレート６１は、図４に示すように、プレート７１の背後にプレート６１が隠れる
ように配置される。また、プレート７１の長手方向の長さは、表示装置５０が上皿基板１
２に設置された状態でプレート７１がその長手方向に移動可能な範囲においては、プレー
ト７１がガイドレール７３から抜けることがない長さにされている。また、ガイドレール
７３において、ガイドレール７３がプレート７１と接触する部分には、プレート７１との
接触抵抗が高くなる加工（例えば、ゴムを貼る等）を施している。これにより、上皿基板
１２を開閉することによりプレート７１が移動することを防止する。
【００５３】
　更に、上皿基板１２において、矩形穴１２ｂの右隣（図３（ａ）における右隣）には、
上皿基板１２の裏面側において、表示装置５０を収納するための収納穴１２ｃが形成され
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ている（図３（ｃ）参照）。そして、上皿基板１２の正面側から、矩形穴１２ｂを通して
プレート６１の表示面を見ることができるように、上皿基板１２の裏面とガイドレール６
３の前面とが固定される（図３（ｄ）参照）とともに、収納穴１２ｃ内に無定量表示部７
０が固定される（図３（ｃ）参照）ことにより、表示装置５０が上皿基板１２に設置され
る。尚、無定量表示部７０は、図４に示すように、プレート７１の背後に残球表示部６０
が隠れるように配置される。
【００５４】
　このように構成された表示装置５０の動作を図５に基づいて説明する。図５は、プレー
ト６１及びプレート７１の配置を説明するための表示装置５０の正面図である。
　表示装置５０において、プレート６１は、プレート６１の図５における右端が透明板６
５の右端（透明板右端位置Ｐ１１）に配置される位置（図５（ａ）参照）と、プレート６
１の図５における左端が透明板６５の左端（透明板左端位置Ｐ１２）に配置される位置（
図５（ｂ）参照）との間で移動可能である。つまり、操作つまみ６７を操作して、プレー
ト６１をその長手方向に移動させることによって、プレート６１を透明板右端位置Ｐ１１
と透明板左端位置Ｐ１２との間で任意に配置させることができる。
【００５５】
　即ち、表示装置５０が遊技機に取り付けられることにより、ラッキーナンバー制の遊技
店において許可残球量に変更がある場合には、操作つまみ６７を操作するという簡便な作
業により、許可残球量を示す最上流位置を変更することができる。また、新台入替等のイ
ベントで多数の遊技機を新規に導入する場合においても、同様に、操作つまみ６７を操作
するという簡便な作業によって、許可残球量を示す最上流位置を設定することができる。
つまり、許可残球量を表示するための作業の手間を低減できる。
【００５６】
　更に、プレート７１の図５における左端が透明板６５の右端（透明板右端位置Ｐ１１）
近傍に位置している場合には、プレート７１に記載された「無定量」の文字は、上皿基板
１２に隠れるため、非提示にされる（図５（ａ），図５（ｂ）参照）。一方、プレート７
１の図５における左端が透明板６５の左端（透明板左端位置Ｐ１２）近傍に位置している
場合には、プレート７１の表示面上に配置される部材が存在しないために、「無定量」の
文字が提示される（図５（ｃ）参照）。尚、この時には、上述したように、プレート７１
の長手方向の長さは、矩形穴１２ｂの長手方向の長さよりも長いため、プレート７１の図
５における右端はガイドレール７３から抜けることはなく、ガイドレール７３により支持
される。更に、この時、プレート７１がプレート６１の表示面上に配置されるため、プレ
ート６１に記載された「↓残し玉はここまで」の文字は非提示にされる。
【００５７】
　つまり、操作つまみ７５を操作して、プレート７１をその長手方向に移動させることに
よって、「無定量」の文字の提示・非提示を切り替えることができる。更に、「無定量」
の文字が提示されると、「↓残し玉はここまで」の文字は非提示にされる。
【００５８】
　即ち、表示装置５０が取り付けられた遊技機が、ラッキーナンバー制を採用していない
遊技店に導入される場合には、表示装置５０を遊技機１から取り外すという作業をするこ
となく、操作つまみ７５を操作してプレート７１をプレート６１の表示面上に移動させる
という簡便な作業で済ますことができる。更に、「↓残し玉はここまで」の文字を非提示
にするためのプレート７１上に「無定量」の文字が記載されているので、「無定量」の表
示のために新たに表示装置を設置する必要がない。
【００５９】
　また、操作つまみ７５は、プレート７１の表示面とは反対側の面上に突設されているた
め、遊技者が操作つまみ７５を操作することができない。即ち、遊技者が勝手に「無定量
」の文字の提示・非提示を切り替えることを防止できる。
【００６０】
　以上説明した実施形態において、表示装置５０は本発明における遊技機用表示装置、プ



(10) JP 4407298 B2 2010.2.3

10

20

30

40

50

レート６１は本発明における第１表示部、操作つまみ６７は本発明における第１被操作部
、ガイドレール６３は本発明における第１支持手段、プレート７１は本発明における遮蔽
部、操作つまみ７５は本発明における第２被操作部、ガイドレール７３は本発明における
第２支持手段である。
【００６１】
　また、「無定量」の文字は本発明における表示情報、プレート７１の図５における左端
が透明板左端位置Ｐ１２近傍に位置するときのプレート７１の位置は本発明における第２
位置、プレート７１の図５における左端が透明板右端位置Ｐ１１近傍に位置するときのプ
レート７１の位置は本発明における第３位置である。
【００６２】
　以上、本発明の一実施例について説明したが、本発明は上記実施例に限定されるもので
はなく、本発明の技術的範囲に属する限り種々の形態を採ることができる。
　例えば、上記第２実施形態においては、ガイドレール６３において、ガイドレール６３
がプレート６１と接触する部分には、プレート６１との接触抵抗が高くなる加工（例えば
、ゴムを貼る等）を施しているものを示したが、これとは逆に、プレート６１において、
プレート６１がガイドレール６３と接触する部分に、ガイドレール６３との接触抵抗が高
くなる加工を施すようにしてもよい。または、プレート６１を任意の位置で固定できる固
定手段（係わり合って止める機構等）を設けてもよい。
【００６３】
　また、上記第２実施形態においては、透明板６５がプレート６１とプレート７１との間
に配置されたものを示したが、透明板６５がプレート７１よりも前面側に配置されたもの
でもよい。このように構成することにより、遊技者がプレート７１に直接触れてプレート
７１を移動させることを防止できる。
【００６４】
　また、上記第２実施形態においては、プレート６１の図５における右端が透明板６５の
右端に配置される位置と、プレート６１の図５における左端が透明板６５の左端に配置さ
れる位置との間で移動可能なものを示したが、第１実施形態のプレート２１と同様に、上
皿基板１２の裏側に移動可能であるようにしてもよい。このように構成することにより、
プレート７１でプレート６１を塞がなくてもよくなるために、プレート７１を長手方向に
短く形成することができる。即ち、表示装置５０の設計の幅を広げることができる。
【００６５】
　また、上記第１実施形態においては、操作つまみ２７を操作して、プレート２１の左端
（図２（ｃ）における左端）を位置Ｐ３近傍に移動させることによって、プレート２１に
記載された内容を上皿基板１２によって隠すものを示したが、プレート２１をガイド溝２
５から取り外し可能であるようにしてもよい。即ち、プレート２１に記載された内容を提
示しないようにする場合には、プレート２１をガイド溝２５から取り外せばよい。
【００６６】
　また、上記第２実施形態においては、プレート７１はガイドレール７３に支持されてお
り、ガイドレール７３に沿ってプレート７１を移動させることで、プレート６１の提示・
非提示を切り替えるものを示したが、プレート７１を矩形穴１２ｂ内に着脱可能に取り付
けるようにしてもよい。即ち、表示装置５０はガイドレール７３を備えておらず、プレー
ト６１を非提示にする場合にはプレート７１を矩形穴１２ｂ内に嵌め込み、提示する場合
には、プレート７１を矩形穴１２ｂ内から取り外すようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】遊技機１の正面図。
【図２】表示装置２０の構成を説明する図。
【図３】表示装置５０の構成を説明する図。
【図４】表示装置５０の構成を説明する図。
【図５】表示装置５０の動作を説明する図。



(11) JP 4407298 B2 2010.2.3

【符号の説明】
【００６８】
　１…遊技機、３…外枠、５…内枠、７…遊技盤、９…ハンドル、１１…上受け皿、１２
…上皿基板、１２ａ，１２ｂ…矩形穴、１２ｃ…収納穴、１３…下受け皿、２０，５０…
表示装置、２１，６１，７１…プレート、２３，６５…透明板、２５…ガイド溝、２７，
６７，７５…操作つまみ、６０…残球表示部、６３，７３…ガイドレール、７０…無定量
表示部、１００…球貯留部、１０１…球受入領域、１０３…整列路、１０５…底板、１１
０…球抜きボタン、２０１…賞品球排出筒、２０１ａ…賞品球排出口。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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